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農林水産省動物医薬品検査所
企画連絡室

けやきコラム
18 年度もあっという間に２ヶ月が過ぎ、６月の梅

雨空となった。この時期は当所が最も賑わう頃であ
る。危機管理研修会として品質確保コース、薬剤耐性
菌コースが各２回ずつ、計４回開催される。例年、研
修の合間に、お集まりいただいた都道府県の担当者と
の交流や意見交換が行われ、日頃は製薬関係者とのや
りとりに偏りがちな当所にとって、非常に貴重な場と
なっている。また、研修会を縁に、多くの方々と情報
交換等のおつき合いが深まっており、これからもこの
ような人の輪が広がっていくことを期待している。
さて、この２ヶ月の間にも、生産現場には食品への

残留薬剤対策としてポジティブリスト制が導入され、
国際的にはＯＩＥ総会における国際衛生基準の検討、
日米間の輸入牛肉問題の検討が行われている。また、
国会では、医薬品の販売規制の大幅な見直しや違法ド
ラッグ対策を強化するための薬事法の一部を改正する
法律、簡素で効率的な政府を実現するための行政改革
の推進に関する法律等が審議されている。経済分野で
は、景気回復から一気にミニ・バブルを懸念する声、
石油製品の高騰など、世の中が目の離せない状況でめ
まぐるしく動いている。
技術の発達や社会システム、経済の発展の下で、国

境・地理的な遠近・昼夜の別なく、人、もの、金とそ
れに伴う情報が飛び回っており、情報の洪水におぼれ
そうになる。また記憶には何もとどまらない。本当に
リスクコミュニケーションは可能なのだろうか、心が
けるべきことは透明性の確保で、後は各人の考え次

第などとも思ってしまう。同じような感覚が広がって
いるのであろうか、最近、教科書的な書物が出版元の
予想を大幅に上回って売れている事例が紹介されてい
た。購入者は生徒・学生だけではなく、一般の社会人
が多く、表面的な情報に振り回されないための判断の
基礎として、体系的な知識が求められているとの分析
であった。
当所は、動物用医薬品の検査に関する企画、立案及
びその実施部門として幅広い役割を担っており、近年、
規格基準の作成や検査等に加え、危機管理対応や環境
影響評価など幅広い業務を進めている。これらの推進
には、学際的な研究とそれに基づく技術の統合や体系
化が重要となる。レギュラトリーサイエンスを支える
組織として、各種行政対応のバックボーン（判断の基
礎）となる知識・技術体系を維持・発展させていくこ
とが当所の使命であり、存在意義であると考えて、日々
の面倒な業務に臨んでいきたい。

平成 18 年 4 月 1 日発行したNo.270 の調査研究紹介
の執筆者の所属に誤りがありましたので、この場をお
借りしまして、訂正します。
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